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2011/04 

OSIPP ネットワークセンター(NWC)利用マニュアル 
 

 

ＮＷＣ運営委員会：dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp 

ＮＷＣ委員長：石橋郁雄 准教授 

ＮＷＣ委員：大槻恒裕 准教授 

ＮＷＣ管理者：梶岡慎輔 助教（kajioka@osipp.osaka-u.ac.jp） 

ＮＷＣ事務補佐員：下由美子（y-shimo@osipp.osaka-u.ac.jp） 

  ＊事務補佐員はＮＷＣに常駐（平日 10:30～17:15） 

   時間外はメールで問い合わせてください（dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp） 

 ＮＷＣ管理チーム：sysadmin11@osipp.osaka-u.ac.jp 

  ＊院生で組織されている管理チーム 

   代表：重信亜沙美 他 10 名 

 

■ＮＷＣが受け付ける事項 

・OSIPP 内ネットワークについて 

・NWC 内使用ソフトについて 

（ソフトの操作方法にはお答えできません。各自参考書をご覧下さい） 

・個人データフォルダ(fs1)に関して 

・アカウント発行 

・OSIPP ホームページ 

・ワイヤレス（無線 LAN）の利用に関して 

・spam 対策に関して 

・LexisNexis の ID 申請 

 

＊ＮＷＣ管理チームでは上記以外のプリンタトラブル、PC トラブルなどの質問を受け付けていま

す。sysadmin11@osipp.osaka-u.ac.jp まで件名を「パソコン＆プリンタのトラブルや NWC への

要望に関して」としてメールでお問合せ下さい。 

 

■ホームページ 

OSIPP  http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/ 

NWC  http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/NWC/index.html 

NWC 管理チーム http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/NWC/sysadmin/index.html 

 

今回の登録以降、ネットワークセンターの設備を使用する場合は、このマニュアルに記載された注意事

項はすべて把握したものとして扱います。 
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■利用資格 

OSIPP 関係者および、ネットワークセンターで作業する必要がありアカウントを取得している人のみ

利用可能です。 

※許可なく部外者に暗証番号を教えた場合や部外者が入室された場合、そのアカウントは停止します。 

 

■利用時間 

24 時間利用可能（暗証番号による入室管理）※OSIPP 以外の人に暗証番号を教えないでください 

 

■基本的なルール 

・飲食厳禁 

・私物放置厳禁 

・研究用の設備であるということを認識して使用してください。 

・コンピュータの音は消して使用してください。 

・私語は禁止ではありませんが、静かに利用してください。 

・その他、ほかの利用者の迷惑にならないように行動してください。 

・パソコンを複数台同時にログインしないでください。 

 ・個人データは各自で USB メモリ等にバックアップをとってください。 

  NWC は個人データの管理に対する一切の責任は負いません 

 

※これらのルールに著しく違反された場合には、使用停止・アカウント削除などの処分を行いますので、

ご注意ください。 

 

■ネットワークセンターの設備 / 端末（端末の番号は各端末の本体に表示しています） 

・OS 

Windows XP： AT31-32，AT41,42，AT51-56，AT61-72, DELL01-16 

各 PC へのソフトウェアのインストール状況については掲示しているインストール表を 

参照してください。 

・プ リ ン タ 

モノクロ A4 両面印刷：Pochi、Truffle、Latte、Cookie、 Momo、Sugar 

モノクロ A3 印刷：Mocha 

・スキャナ 

DELL07-12 

・外付け MO ドライブ 1 

・外付け DVD ドライブ 2 

  (1,2貸し出し制です。使用したい方は事務補佐員まで申し出てください。なお、 科目等履修生は担当

教官の印が必要です。) 
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■利用の流れ 

１．１ 電源を入れる 

PC 本体の電源スイッチ（power）に緑あるいは青のライトが点灯しているか確認します。 

点灯している → 何かのキーを押してしばらく待ちます。 

点灯していない → 電源スイッチを押します。 

※ 画面に何も表示されないときは、ディスプレイの電源が入っているか確認してください。 

 

１．２ OSIPP ネットワークにログインする  

 

 

 

(Ctrl)+(Alt)+(Delete) を同時に押すと・・・ 

 

 

ログオン画面が出ます。 

［ユーザー名（U）］：アカウント交付書を参考にアカウントを入力します。 

［パスワード（P）］：交付書に書かれているパスワードを入力してください。 

［ログオン先（L）］：OSIPP5 にしてください。 
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１．３ ログインするとは？ OSIPP5（fs1 Server） 

各端末からログインすることにより、自分専用のホームフォルダにアクセスすることができ、

作成した文書、メール、インターネットの個人用設定などを保存していくことになります。 

例えば、新たに Word のドキュメントを保存するときは、Word の画面より、[ファイル(F)]を

クリックし、[名前を付けて保存（A）]をクリックすると、 

 

[保存先(I)]から[‘fs1’の○○○(L)]を選択し[保存(S)]をクリックすると、自分専用のホー

ムフォルダに保存されたことになります。 

 

１．３  

マイドキュメント、デスクトップにデータファイルを保存する人が多いと思いますが、ログオ

フ時にサーバーやネットワークに不具合が生じた場合、サーバーへ正しく保存されません。 

データは直接ファイルサーバー（Lドライブ）へ保存してください。 

しかし、停電や機器の故障などによりホームフォルダの内容が消えてしまうことはあり得ます

ので、重要なファイルは必ずバックアップをとるようにしてください。もし消えてしまっても、

ネットワークセンターとして責任はとれませんのでご注意ください。注意）「ごみ箱」をデー

タ完全消去する前の一時保管場所として使用する人がいますが、「ごみ箱」内のデータはログ

オフ時に消去されます。 

 

１．４ 作業を終え、ログオフ or 電源を切る 

平日の 17：00 まで ： ログオフします。電源は切らなくて結構です。 

土日、夜間   ：電源を切ってください。 
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※ コンピュータはすべて、画面上で終了処理をおこないます。絶対に直接電源を切らないでください。

故障の原因となります。 

 

①ログオフする場合 

［スタート］ボタンから［シャットダウン（U）］をクリックします。次にリストボックスから「○

○○のログオフ」を選択し［OK］をクリックします。 

②電源を切る場合 

［スタート］ボタンから［シャットダウン（U）］をクリックします。 

→ リストボックスから［シャットダウン］を選択して［OK］をクリックします。 

 

※ 確認事項：  

① 上記①または②をした後、正常にログオフされたかor電源が切られたかを確認してください。

個人のホームフォルダの容量が満杯になってしまったなどが原因で、個人のホームフォルダに

ログインしてから行った作業内容を更新できない場合があります。この場合は画面上になんら

かの警告が表示されます。もし、警告などが表示されたら、再度ログインなどをしないでネッ

トワーク管理者あるいは NWC 事務補佐員に連絡してください。 

② 個人のホームフォルダの容量は、300 メガバイト（博士後期課程在籍者は 600MB）です。 

常に容量のチェックをして下さい。 

 

１．５ 注意事項 

OSIPP ネットワークに参加することにより、端末やサーバーなど多くのものを全員で共有することに

なります。したがって、各個人の行動がネットワーク全体・大学院全体に影響を及ぼす可能性があり

ます。多数の人に迷惑をかけるようなことが無いよう、ルールを守って使用してください。 

また、パソコンを複数台同時にログインしないでください。(データ消失の可能性があります。消失

した場合は責任もてません)
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２． Change Password and Set email forward  

※ Because of system updating currently, we have two authentication servers and need to 

change login password at each server.  

 

 ２．１ Change login password ver.1 

OSIPP web site → Daily OSIPP → NWC → ネットワークセンター ローカルエリア → パ

スワード変更１・メール転送設定をクリック 

 

    
 Click「このサイトの閲覧を続行する」 

 

    
 

Login to the system with the given account name and temporary password 

Click 
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 Login → Change Password 

 

 
 

［Current password］ ： Temporary password. 

［New password］ ：  Create a password that contains at least 7 characters and 1 number. 

Note that dictionary words and similar words to account name or 

old password are not allowed. 

［New password］ ： Retype your new password 
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２．２ Setting mail forward 

If you need forward emails of OSPP account to your personal email account like Gmail or 

other providers, see below instructions.   

 

Mail → Mail forwarding and Replies 

 

Check the box “Yes” and fill out your personal email address. Note that the other items on 

automatic replies are NOT working. 

 

２．１ Change login password ver.2 

 

OSIPP Web site → Daily OSIPP → NWC→ネットワークセンター ローカルエリア → パス

ワード変更２ → はい(Y) 

Not working 
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 Login to the system with your account and temporary password 

 

 

 

［現在のパスワード］   ： Temporary password  

［あたらしいパスワード］  ： Your new password  

［あたらしいパスワードをもう１度］ ： Retype your new password 
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３． Email  Mozilla Thunderbird の設定方法 

3.1. Mozilla Thunderbird を起動する． 

3.2. アカウント情報を入力する．※ ただし、ここではパスワードを入力しない！ 

 （ここでパスワードを入力すると、初めて受信したメールが消失する） 

 

 

3.3. 受信サーバの設定を変更し，手動設定ボタンをクリックする． 

 

3.4. メッセージの保存期限を 7 日に設定した後，メッセージの保存先を変更するため，参照ボタン

をクリックする． 

 

パスワードは入力しない！ 

パスワードは入力しない！ 

pop2.osipp.osaka-u.ac.jp/POP/110/STARTTLS 
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3.5. 画面を下までスクロールし，(L:)ドライブを選択する． 

 

3.6. 新しいフォルダの作成(M)ボタンをクリックし，「mail」という名のフォルダを作成し，OK ボ

タンをクリックする． 

 

3.7. 「メッセージの保存先」が「L:\mail」に設定されたことを確認する． 
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3.8. 「編集とアドレス入力」を選択する．「HTML 形式のメッセージを編集する」のチェックを外し，

「キャレットの初期状態」を「引用部の上」に設定する． 

 

 

3.9. 左のペインからメールアドレスが表示されている一番上を選択し，「アカウント名」を適当に

設定し，署名を記入し，OK をクリックする． 
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3.10. 「システム統合」ウィンドウが表示された場合、そのまま OK をクリックする． 

 

 

3.11. 「セキュリティ例外の追加」ウィンドウは，OSIPP ではサーバが自身で署名した証明書を使用

するために表示される．セキュリティ上の問題はないので「セキュリティ例外を承認」ボタンをク

リックする． 

 

 

3.12. ここで一度 Thunderbird を終了する． 

※ 一度終了しなかった場合，受信したメールが次回起動時に消失する． 

 

3.13. 再び Thunderbird を起動すると受信メールサーバのパスワードを入力するウィンドウが表示

される．ここでは先ほど再設定したパスワードを入力する．今後パスワードを入力したくない場合

は，「パスワードマネージャを使ってこのパスワードを保存する」にチェックを入れる．以上が終

われば OK をクリックする． 

 

再設定したパスワードを入力 
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3.14. 正常な場合は受信メールが表示される． 

 

3.15. メールを送信する．「作成」ボタンをクリックし，メール作成ウィンドウを開く．宛先に自分

のメールアドレスを入力する．件名と本文に適当な文字を入力し，送信ボタンをクリックする． 

 

 

3.16. 「受信」ボタンをクリックして先ほど送信したメールを受信し，下のペインに正常に表示され

ることを確認する．  

 

自分のメールアドレスを入力
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3.17. 返信する． 

 

 

3.18. 再度「受信」し，返信したメッセージが受信されることを確認する．受信メッセージをクリッ

クし，下に表示されることを確認する． 

 

 

メールソフト Mozilla Thunderbird の設定は以上です． 

 

自分で設定した名前が表示されていることを確認 
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３．２ Group address 

Group addresses can be used when you need to send out an email on official announcement to 

many members in OSIPP. See web site for details. ( OSIPP Web site→「Daily OSIPP」→「NWC」

→「ネットワークセンター ローカルエリア」→「グループアドレス表」) 

 Examples: 

・ ostudent08@osipp.osaka-u.ac.jp （to all OSIPP students） 

・ om1@osipp.osaka-u.ac.jp  （to all M1 students） 

 

※ONLY for impotent and official information to the members. Refrain from personal use and do 

not send out SPAM.  
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４． 印刷する 

印刷は、必ず各アプリケーション（Word、Excel など）の［ファイル（F）］から［印刷（P）］をクリ

ックしておこないます。 

 

 

設定を終え、選択したプリンタに用紙をセットしてから［OK］をクリックします。これにより、印刷し

たい情報（ジョブ）がプリンタに送信され、印刷が開始されます。 

 

４．１ 注意事項 

・ ジョブを送ったにもかかわらず印刷が開始されないときは、プリンタの「オンライン」ランプが点

灯しているか確認してください。 

・ 用紙は各自で購入してください。ネットワークセンターは用紙を提供しません。 

・ プリンタのトナーは非常に高価なものです。無駄な印刷は慎んでください。ネットワークセンター

の予算がなくなれば、当然トナーを購入することが出来なくなり、大事なときに印刷ができないと

いう事態も考えられます。 

・ すでに片面に印刷してある紙（裏紙）や、ヨレヨレになっている紙は絶対に使用しないでください。

紙づまり・故障の原因になります。 

・ プリンタに情報（ジョブ）を送ったときは、印刷が終わるまで責任を持ってください。印刷が終わ

ったら、すぐに自分の紙をプリンタから取り出してください。 

・ 印刷のボタンを押してもすぐにプリンタが反応しない事があります。 

何度も印刷ボタンを押したり出力するプリンタを変更したりすると、更に時間がかかります。 

・ 何台かのプリンタは、トナー節約のため、通常より薄い印刷濃度（エコノミーモード）に設定して

あります。（プリンタ本体に economy mode と貼っています。またコンピュータ・プリンタ配置図で

も確認できます） 

使用したいプリンタを選択します。 

両面印刷、 

2 ページ印刷など 

各種設定をする場合は

クリックします。 
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・ トナーは共有のものでかつ費用が発生していることを十分に認識して，研究活動に必要な枚数だけ

を印刷するように心がけてください． 

 

４．２ 印刷を中止したい 

ジョブを送ったものの、途中で印刷を中止したいときがあります。その場合は、 

① プリンタから用紙を取り除いてください。 

② ［スタート］ボタン→［設定（S）］→［プリンタ（P）］で、印刷を中止したいプリンタをダブ

ルクリックします。 

③ 自分が送ったジョブを選択して右クリックし、［印刷ドキュメントの削除（G）］をクリックしま

す。 

④ プリンタを「オフライン」にしてからソフトリセットします。 

 

４．３ トラブルが起きたら 

紙詰まりが起こったり、ジョブを送っても印刷が開始されないときは、NWC 事務補佐員か、sysadmin

のメンバーに報告してください。見当たらないときは、プリンタに「使用できません」などの張り

紙をした上で、sysadmin11@osipp.osaka-u.ac.jp までメールで連絡してください。 

 

※ 紙詰まりを放置している状態をよく目にします。そのまま放置することは厳禁です。なんらかの対

処を施してください。（自分で紙を取り出す、あるいは張り紙をしておく等） 

※ 紙詰まり等でプリンタを乱暴に扱うと故障の原因となります。丁寧に扱って下さい。 

 

５． OSIPP ネットワークに接続する 

５．１ 院生室から接続する場合の登録 

OSIPP4F の院生室では、すべての机に LAN ケーブルが設置されており、お持ちのノートパソコンを

利用してネットワークに接続することが可能です。ただし、ウィルスバスターなどのセキュリテ

ィソフトウェアがインストールされていることが前提です．事前登録も必要となりますので、利

用希望の方は、事務補佐員まで問い合わせるか，  

 利用者氏名 

 OSIPP のメールアドレス 

 ネットワークアダプタアドレス 

を記入したメールを、dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp まで送信してください．返信メールが来た

ら LAN ケーブルにパソコンを繋ぐだけで利用できます。 

 

５．２ ネットワークアダプタアドレスの調べ方 

LAN インターフェイスがない PC の場合は、LAN カードを差し込んだ上で以下のようにします。 

 

※ Windows XP、Vista 

［スタート］メニューから、［プログラム（P）］→［アクセサリ］→［コマンド プロンプト］で、 

ipconfig /all と入力し Enter キーを押します。Ethernet Adapter のローカルエリア接続のと

ころの Physical Address を見つけてください。 
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５．３ 無線 LAN からネットワークに接続する場合 

OSIPP 棟には無線 LAN の基地局がいくつか設けられています（講義シアター, 演習室 A－D, マルチメ

ディア演習室, プロジェクト研究室, 会議室）。この基地局より無線 LAN を通じて OSIPP ネットワー

クに接続することができます。詳細は dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp か事務補佐員に問い合わせて

ください． 

 

６． その他注意事項 

※ 使用中にパソコンが動かなくなったら、(Ctrl)+(Alt)+(Delete) を同時に押すと 

セキュリティのダイアログが出るので、中央下の［タスクマネージャ（T）］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タスクマネージャのウィンドが開きます。

(左図参照) 

タスクマネージャで動かなくなったタス

クを選び［タスクの終了(E)］をクリック

する。それでも事態が解決しないときは、

詳しい状況をsysadminまでメールで報告

した上で、端末に張り紙をしておいてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

※ 新規ソフト、新規マニュアルの導入に関する要望などは sysadmin までメールで問い合わせてくだ

さい。ただし、個々のアプリケーションの使い方に関する質問は、基本的に受け付けません。マ

ニュアルなどを各自で参照してください。 

※ トラブルや質問などでネットワークセンター管理チーム（sysadmin）のメンバーに問い合わせると

きは、sysadmin のメンバーも院生であるということを考慮していただけるとありがたいです。 
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■卒業、離籍後のアカウントについて 

 

卒業、又は退学などで OSIPP の学籍を離れられた方のアカウントは、卒業後 6 ヶ月間は自動的に継続

して利用することができます。その後さらにアカント利用の延長を希望する場合は申請書を提出し、ネ

ットワークセンター運営委員長より許可が出た場合に限り、利用することが出来ます。アカウント延長

申請が無ければ 6 ヵ月後に自動削除となります。 

例えば、3 月に離籍された場合、9 月末日までは申請に関係なくアカウントを利用することが出来、

申請締め切りまでにアカウント継続申請を行うと、翌年 3月末までアカウントを利用することができま

す。継続申請を行わない場合は、自動的に 10 月以降アカウントは削除されます。 

 

申請希望者は、以下の内容を dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp 宛に、メールで申請して下さい。申請の

結果は、ＮＷＣより申請書明記の「OSIPP 以外の連絡先」にご連絡致します。 

・ メールの件名「アカウント継続申請」 

・ 名前 

・ 卒業（離籍）時期（2010/03 など） 

・ アカウント 

・ 詳細な延長理由 

・ OSIPP 以外の連絡先（なるべくメール。電話でも可） 

申請条件：OSIPP のメール及びアカウントを使用しなければならない理由が明確であること。単に

メールアドレスが必要という理由では認められません。 

 

アカウント継続申請すると、 

 アカウント@osipp.osaka-u.ac.jp のメールを使用することができる（転送可） 

 ＮＷＣを利用する事ができる 

 fs1 内の個人領域を使用することができる等 

在学中とほぼ同じ環境で利用できます。但し、ＮＷＣ内の混雑等場合によっては、在校生、教員を優先

させていただくことがありますのでご了承下さい。 

詳細は、http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/NWC/renew-account.html をご参照ください。 

 

■スパム対策について 

アンチスパムソフトをサーバーで稼動させています。来るはずのメールが来ない等ありましたら

dataroom@osipp.osaka-u.ac.jp 迄連絡して下さい。 

 


